成績評定考査基準（営繕版）

１　考査項目及び細目

　１）考査項目及び細目は次のとおりとする。

	　　　項　目
	 　　細　目

	　専門技術力


	 　提案力、技術力

 　業務執行技術力

 　施工時への配慮

 　コスト把握力

	　管理技術力


	 　工程管理能力

 　品質管理能力

 　迅速性、弾力性、調整能力

	  コミュニケーション力
	 　説明力、プレゼンテーション力、協調性

	  取組姿勢
	   責任感、積極性、倫理観

	  成果品の品質
	


　注　「施工時への配慮」及び「コスト把握能力」は、設計業務のみ評定の対象とする。

２　採点表考査基準

　１）評定者は、当該業務の履行状況に応じ、加減点要素の各項目に従って、評定を行う　　ものとする。

　２）成績評定表及び成績評定基準書の文言を次の通り読み替える

	
	   原  文
	        読 み 替 え 後

	　成績評定表

	 詳細設計
	 営繕工事設計業務

	
	 照査技術者
	 主任技術者

	
	 共通仕様書第1112条
	 営繕工事設計業務委託共通仕様書3.5

	
	 採点上の補足
	 採点上の補足（営繕版）

	
	 業務カルテ
	 PUBDIS

	
	 地元住民
	 近隣住民及び関係団体

	　成績評定手準書
	 JASIC
	 RIBC2


　３）設備・構造の評定を伴う評定は総合的に判断する。

３　主任調査員考査基準

　１）事故等による減点

　　　当該業務遂行中に受託者に起因する事故等が発生し、指名停止等の措置を行った場　　合には、当該業務の総合評定点に対して、別表１を参考として－１５点まで減点する

　　ことができる。

　別表－１　受託者に起因する事故等が発生した場合の減点基準

	 区　分
	　書面又は口頭による警告
	 指名停止１ヶ月まで
	 指名停止１ヶ月を超える

	 考査点
	        －５点
	      －１０点
	        －１５点


【適応事例】

・　業務計画書等に故意的な虚偽記載があった。

・　発注者の承諾無なしに当該業務に関する権利義務、成果物を第三者に譲渡又は承継、

　　公開した。

・　産業廃棄物処理法に違反する不法投棄、砂利採取法に違反する無許可採取等、関係法　　令に違反する事実が判明した。

・　一括再委託を行った。

・　打ち合わせ協議又は検査の実施にあたり、職務の執行を妨げた。

・　当該業務において過積載等の道路交通法違反により、逮捕又は送検等された。

・　当該業務において安全管理が不十分であったために、死傷者を生じさせた業務関係者　　事故又は重大な損害を与えた公衆災害を起こした。

・　その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）瑕疵補修及び損害賠償による減点

　　　成果品に、受託者の責任に起因する瑕疵が存在し、契約者のかし担保条項等に記さ　　れた手続きに従い、瑕疵補修又は損害賠償が実施された場合には、当該業務の評定点　　に対して、別表２を参考として－２０点まで減点することができる。

　　　ただし、ここでいう瑕疵補修とは、軽微なミスの修正ではない大幅は修補をいう。　　　また、総合評点が採択された後に当該事象が発生した場合は、遡って減点するもの　　とする。　                                                               
別表２

	 　区　　　分


	 瑕疵修補又は損害

 賠償の実施


	 故意又は重大な過失

 により瑕疵修補又は

 損害賠償の実施

	   考　査　点
	     －１０
	       －２０


４　業務調査員及び検査員考査基準

　　評定にあたっては、当該業務の履行状況に応じ、加減点要素の各項目に従って、評定　を行うものとする。
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